








要約:発達障害児を受け持った教師が、医療機関にどのような助言を期待しているかを知

るために、発達障害児に対する助言を求めて教師が来院した事例を対象として調査を行っ

た。その結果、発達障害児の症状を理解したいというのが教育側の主たる希望であり、そ

の延長線として指導方法に関する情報を得たいという希望も見られた。また、このような

情報提供には、医療機関側が教師の来院しやすい時期、時間を設定するなど特殊な配慮を

する必要があった。


